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1.  はじめに

　江戸時代中期における友禅染の受容により、それまで難
しかった染物での絵画的な模様表現が可能になり、以降、
時代の美意識を反映した様々な小袖意匠が登場した。友禅
染は現代の着物にも受け継がれ、わが国独自の伝統染色技
法となっている。
　本学研究所の染織文化資源研究部門における「染織文化
資源の制作技術と材料の解明」の研究活動の1つとして、
2018–2020年にかけて、女子美術大学美術館所蔵（以降、
本学所蔵と記述）《近江八景模様小袖》1）（図1）（以降、本小
袖と記述）を中心に、加飾技法に「友禅染と紫色の絞り染」
を併用した小袖類の調査が行われた。2018年には、
KEYENCEデジタルマイクロスコープ VHX-600を使用し
た顕微鏡撮影や、2D分光測色機 SR-5000HSを使用した分
光反射率の測定等により、本小袖に用いられた紫色染料の
色材とその染色技法に関する調査および実験において、本
小袖の紫色の染料が紫根である可能性が高いこと、その染
色法は一目絞りであることが示された2）。
　2019年度の活動報告では、本小袖に先だって制作された
本学所蔵《梅樹円窓模様小袖》の着彩の比較を顕微鏡調査
により行った結果、貞享から享保期頃（1690–1730年代）に
かけて、レーキ化した染料の使用によって友禅染の着彩が
多彩かつ繊細になっていくことがわかった。また本小袖の
加飾技法は、『雛形染色の山』記載の「極上ゆふぜん」である
と推察した3）。
　本稿では、本小袖の着彩について、江戸時代中期に刊行
された小袖模様雛形本（以降、雛形本と記述）10冊を参考
に、染料をレーキ化した色料の使用によって、友禅染の着
彩と表現がどのように変化したのか、本小袖および雛形本
に記載された「極上ゆふぜん」を一例に考察する。雛形本に
は、風景模様の掲載と同様に光琳模様の掲載が顕著に見ら
れ、当時好まれていたモチーフの1つであったことが窺わ
れる。また光琳模様とともに「古手染」の記述も散見された。
雛形本より得られた知見をもとに友禅染の着彩と表現に着
目して、本学所蔵《光琳模様小袖裂》と「古手染」についても

一考する。

2.  《近江八景模様小袖》と「極上ゆふぜん」

2―1.  《近江八景模様小袖》の概要

　近江八景とは、中国の瀟湘八景にならった琵琶湖の8つの
勝景のことで、本小袖は、背肩に雲がたなびき、腰には琵
琶湖が満々と水を湛えた大きな構図に、名所の八景を配し
ている。「石山の秋月、比良の暮雪、堅田の落雁、矢橋の帰
帆、三井の晩鐘、唐崎の夜雨、瀬田の夕照、粟津の晴嵐」の
名所をイメージさせる景物・器物の表現は、各々の特徴を
的確に捉えている。個々に見ると、重厚感ある建物近くに、
枝を高く伸ばした松・梅・柳の木々の表現や、風を感じさ
せるような琵琶湖の穏やかな水文の広がり、また名刹の趣
ある佇まい。飛翔の方向に首を長く伸ばす雁の群れや岸辺
で羽根を休める水鳥の表情に至るまで、繊細な模様表現が
見られる。これらの意匠は、優れた絵師であるデザイナーと
染職人の共同作業であることを示している。
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▲ 水上嘉代子

図 1  《近江八景模様小袖》（女子美術大学所蔵）
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